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俳
句
・
短
歌
教
室
の
詠
歌
紹
介

心
映
の
投
句

● 飯塚国際車いすテニス大会国際交歓会
主催／飯塚国際車いすテニス大会福智町実行委員会

　

飯
塚
国
際
車
い
す
テ
ニ
ス
大
会
の
出
場
選

手
と
交
流
を
深
め
る「
国
際
交
歓
会
」。
大
会

の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
、
今

年
も
福
智
町
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
14
日
の
夜
、
金
田
体
育
館
に
は
、
お
よ

そ
８
百
人
の
住
民
が
集
ま
り
、
選
手
た
ち
を

大
歓
迎
。
歓
迎
ス
ピ
ー
チ
で
は
金
田
中
の
植

田
優
吾
生
徒
会
長
と
山
方
香
菜
子
副
会
長
が

「
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

ま
た
明
日
か
ら
の
み
な
さ
ん
の
健
闘
を
お
祈

り
し
ま
す
」と
英
語
で
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
弁
城
小
６
年
生
の
ソ
ー
ラ

ン
節
や
上
金
田
郷
土
芸
能
保
存
会
の
獅
子
舞
、

方
城
中
・
金
田
中
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
豊

徳
会
の
神
楽「
八ヤ

マ
タ
ノ
オ
ロ
チ

岐
大
蛇
」、
あ
や
め
会
・
芳

龍
会
に
よ
る
舞
踊
が
披
露
さ
れ
、
選
手
た
ち

へ
の
歓
迎
の
意
が
見
事
に
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
出
演
者
と
写
真
を
撮
っ
た

り
、
食
事
に
舌
鼓
を
打
っ
た
り
し
て
場
内
で

交
流
。
子
ど
も
た
ち
が
選
手
に
近
づ
き
、
英

語
で
話
し
か
け
る
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
会
場
全
体
が
輪
に
な
っ
て
、
炭

坑
節
の
総
踊
り
で
締
め
く
く
り
。
コ
ー
ト
で
真

剣
な
選
手
た
ち
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
満
面
の

笑
顔
で
、
交
歓
の
ひ
と
時
を
楽
し
み
ま
し
た
。

２回バウンドしてからでも返球できるのが
車いすテニスのルール。「飯塚国際車いす
テニス大会」が５月12日に開幕し、大会に
は12か国から112人が参加。サブ会場の福
智町屋内競技場（ドーム）では、３日間、男
子ＢクラスとＣクラスの試合が展開された。

19年前、旧金田町が「飯塚国際車
いすテニス大会」の「カナダ」の選
手を招待して始まった国際交歓会。
以後、ほかの国々の選手も続々と
参加し、福智町誕生後も大会期間
中の恒例行事として定着しました。
その心通じた活況をお届けします。

交歓の熱気
会場一面
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歳末の炭住に正月の餅をつき
に来ていたツコツコさん。合い
の手や三味線も加え、賑やか
に人の心をつないでいました。
この餅つき唄が語り継がれ、町
の伝統芸能となったようです。

撮影者●不明
撮影日●昭和初期 

方城炭鉱のツコツコさん

昔の写真を探しています！
問企画課広報・広聴係
　 ☎22-7766

エ
ビ
ネ
蘭
国
東
の
旅
に
求
め
き
て
幾い

く

度た

び

の
春
か
黄
の
色
や
さ
し

襟
た
つ
る
ほ
ど
の
寒
さ
よ
咲
く
花
に
四
月
な
か
ば
を
名な

残ご

り
雪
降
る

念
願
の
人
力
車
に
乗
り
姪
と
わ
れ
心
は
ず
み
て
浅
草
め
ぐ
る

花
ひ
ら
き
桜
は
仰
ぎ
見
る
が
よ
し
冬
木
の
枝
も
風ふ

情ぜ

い

の
あ
れ
ど

十
二
人
が
立
ち
て
順

し
ゅ
ん

次じ

に
矢
を
放
つ
射
場
に
聴き

こ

ゆ
る
鶯
の
声

三
村　

和
子

越
智　

早
苗

加
治　

智
子

辻
田　

幸
也

福
田　
　

昌

降
り
さ
う
に
晴
れ
さ
う
に
園
つ
ゝ
じ
燃
ゆ

薫
風
の
薩
摩
切
子
に
あ
り
に
け
り

藤
の
香
を
も
た
ら
す
風
に
誘
は
れ
て

紺
碧
の
空
や
穂
麦
の
熟
れ
初
め

風
向
き
の
藤
の
匂
へ
る
四

あ
ず
ま

阿や

に

揚
羽
蝶
ま
と
は
り
つ
き
て
道み

ち

標
し
る
べ

言
激
し
普
天
間
基
地
に
暑
き
風

山
藤
の
霽は

れ
て
妙
な
る
香
で
あ
り
し

花
の
下
老
人
会
の
ツ
ア
ー
体
操

ひ
そ
と
咲
く
一
人
静
の
遊
歩
道

野
村　

鈴
子

藤
井
耿
之
介

渡
邊　

一
枝

朝
部
さ
よ
子

尾
崎　

和
子

木
村　

誠
一

倉
石
嘉
代
子

白
石　

凡
子

杉　

フ
ジ
ヱ

長
尾　

冴
子

の
ど
け
し
や
軍
歌
十お

八は

番こ

の
老
の
会

生
命
線
し
か
と
掌て

に
あ
り
春
惜
し
む

の
ど
け
し
や
猫
に
欠あ

く

伸び

を
う
つ
さ
れ
て

四
月
号
印
刷
の
香か

と
夢
を
載
せ

遠
足
の
歓
声
も
乗
せ
ス
ロ
ー
プ
カ
ー

遠
足
の
バ
ス
に
乗
る
度
数
へ
を
り

荒あ

ら

城し

ろ

の
歴
史
に
育
つ
桜
か
な

出
港
の
銅ど

鑼ら

に
希
望
の
春
の
旅

軒
先
に
藁わ

ら

く
づ
垂
れ
て
雀
の
巣

春
惜
し
む
鬼
平
犯
科
帖
読
ん
で

松
岡　

蔦
枝

日
比
生
利
子

建
部
三
由
紀

小
川　
　

雪

長
副
美
恵
子

迫
田　

昌
子

家
高　

恭
子

畠
山　

玲
子

山
口
み
ち
子

花
石
か
ほ
る

快
晴
や
池
前ぜ

ん

景け

い

に
か
ゝ
り
藤

草
取
る
や
鈴す

ず

蘭ら

ん

蕾
つ
ぼ
み

か
ゝ
げ
ゐ
し

数あ

ま

多た

あ
る
色
に
優
れ
て
白は

く

牡ぼ

丹た

ん

街
に
出
て
華は

な

や
ぐ
娘こ

ら
や
風
五
月

柿
若
葉
い
つ
ま
で
続
く
立
話

花
の
下
大
正
琴こ

と

に
聞
き
入
り
て

寝ね

つ
か
れ
ぬ
病

や
ま
い

の
辛
さ
灯
取
り
虫

春
風
に
心
寧

や
す
ら

ぎ
終つ

い

の
園

風
の
空
心
地
よ
げ
な
る
鯉
幟

博
多
の
子
変
り
な
か
り
し
子
供
の
日

二
三
度
は
痛
い
思
ひ
の
薔ば

薇ら

手
入
れ

持
丸
テ
ル
子

柴
田
ヒ
サ
エ

熊
谷
カ
ツ
ミ

本
島
真
知
子

桑
野　

園
女

井
上
タ
ミ
子

中
西
ナ
ル
エ

永
末　

公
恵

宇
野
美
奈
子

大
堀
ま
さ
ゑ

池
田　

駒
女

は
な
句
会▶特集記事では、最終的に

いつも同じ結論にたどり着
きます。人権もまちづくりも
健康もすべて、まず第一に
必要で一番大きなことは『意
識』。“意識付け、知識を得
て、行動する”その契機とな
るのが広報紙なのだと改め
て感じます▶「料理上手と
は、その時冷蔵庫にあるも
のでおいしいものをサッと作
りだす人のこと。あれがな
いからダメ、これが足りない
からできないと言っていて
は、いつまでたってもおいし
い料理はつくれない。幸せ
もこれと同じ」。P.13の宮成
なみさんの言葉です▶意識
の転換次第で、生き方やそ
の人そのものは大きく変わ
ります。できない理由を探
して言い訳するより、できる
ことを精いっぱいやれる人
になりたいものです。（日吉）

1来場する選手を迎えるハイタッチ。2弁城
小のソーラン節。3募金を贈呈する福智町実
行委員会の池田昇会長。4会場の随所にみら
れた記念撮影の風景。5選手もチャレンジし
た餅つき。6間近で披露された上金田郷土芸
能保存会の獅子舞。7子どもたちのサインに
快く応える選手たち。8ノートを埋めていく選
手のサイン。9ラストを飾った炭坑節の総踊り。


